
西
条
農
業
高
等
学
校
は
、
官
民
の
学

術
研
究
機
関
の
集
積
や
企
業
の
立
地
も

進
む
広
島
県
中
央
部
の
東
広
島
市
に
位

置
し
、
園
芸
、
畜
産
、
生
活
、
農
業
機
械
、

緑
地
土
木
、
生
物
工
学
、
食
品
科
学
の

７
学
科
を
そ
ろ
え
る
。

畜
産
科
で
は
、
広
島
大
学
や
県
の
畜

産
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
学
や
研
究
機

関
と
連
携
し
、
科
学
研
究
に
興
味
や
関

心
を
持
ち
、
自
身
の
進
路
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

畜
産
科
の
舛
宗
新
悟
先
生
は
、「
和
牛

甲
子
園
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
な
の
で
、
失

敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
常
に
科
学
的

外
部
の
研
究
機
関
と
連
携

科
学
的
視
野
を
養
う

うちの学校

広島県立西条農業高等学校は、２０１２年に文部科学省から

スーパーサイエンスハイスクールに指定され、探究的な学びができる環境が整備されている。

広島県内の研究機関や企業との連携が活発で、先進的な学びに積極的に取り組む。

今回は、第８回和牛甲子園の総合評価部門で最優秀賞を受賞した

同校の、取り組みや生徒の和牛にかける想いについて紹介する。

ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
掛
け
、
数
字（
デ
ー
タ
）

で
語
れ
る
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
す
。

同
科
の
内
田
汀
映
先
生
も
、「
相
手
に

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
は
、
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
い
く
ら
良
い

も
の
を
生
産
し
て
も
、
消
費
者
に
伝
わ
ら

な
け
れ
ば
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
和
牛
甲

子
園
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
と
て
も

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
、
探

究
心
を
も
っ
て
自
主
的
に
学
習
に
取
り
組

め
る
よ
う
生
徒
を
導
い
て
い
る
。

和
牛
甲
子
園
に
は
第
３
回
大
会
か
ら

参
加
し
て
い
る
。
25
年
１
月
の
第
８
回
で

は
、
取
組
評
価
部
門
で
優
良
賞
、
枝
肉

評
価
部
門
で
優
秀
賞
を
獲
得
。
そ
し
て
、

総
合
評
価
部
門
で
念
願
の
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
。

きてみて！

広島県立西条農業高等学校

広島県立西条農業高等学校

校　名

広島県東広島市鏡山３-１６-１

所在地

明治４１（１９０８）年

創　立

775名（女性318名  男性437名）（2025年2月末時点）

生徒数

園芸科、畜産科、生活科、農業機械科、緑地土木科、

生物工学科、食品科学科

学　科

広島県

東広島市
舛宗 新悟先生
ますむね  しんご

失敗を恐れず、
数字（データ）で語れる
社会人になって
ほしいです！

内田 汀映先生
うち だ    み  う

和牛甲子園の
「相手に伝える」
プレゼンテーションは
とても良かったです！

第８回和牛甲子園
総合評価部門 最優秀賞

さい じょう
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オ ー ル 広 島  地 域 と の 連 携

オ
ー
ル
広
島
で
挑
む

広
島
和
牛
復
活
の
の
ろ
し

県の研究機関と共同研究 広島の地域資源を積極的に活用

　
第
８
回
和
牛
甲
子
園
の
取
組
評
価
部

門
で
発
表
し
た
同
校
の
テ
ー
マ
は
、「
広
島

和
牛
に
新
た
な
息
吹
を
！
〜
地
域
と
目
指

す
ブ
ラ
ン
ド
向
上
〜
」で
、①
赤
ぬ
か
ペ
レ
ッ

ト
給
与
試
験
、②
広
島
血
統
再
構
築
、③

戻
し
堆
肥
の
活
用
―
―
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
校
で
は
、
短
期
肥
育
で
も
肉
質
の
良

い
和
牛
を
目
指
し
て
い
る
。
赤
ぬ
か
は
、

日
本
酒
製
造
に
お
い
て
酒
米
を
精
米
し
た

後
に
で
き
る
残
さ
。
オ
レ
イ
ン
酸
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
試
験
給
与
を

実
施
し
た
。

　
同
校
が
立
地
す
る
東
広
島
市
は
日
本
酒

の
製
造
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
、
赤
ぬ
か
の

仕
入
れ
先
で
あ
る
賀
茂
鶴
酒
造
は
同
校
か

ら
近
く
、
安
定
的
に
購
入
が
可
能
だ
。
素

材
の
出
自
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
安
心

し
て
給
餌
で
き
る
の
も
魅
力
で
、
さ
ら
に

賀
茂
鶴
酒
造
に
は
同
校
の
Ｏ
Ｂ
も
勤
め
て

い
る
こ
と
か
ら
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

　
赤
ぬ
か
を
給
与
し
た
試
験
牛
を
出
荷

後
、
専
門
家
の
評
価
も
上
々
で
、
近
隣

の
ス
ー
パ
ー
で
行
っ
た
試
食
イ
ベ
ン
ト
で
は

消
費
者
か
ら
も
高
評
価
を
受
け
た
。
分

析
機
関
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
対
照
牛
に
比

べ
て
う
ま
味
成
分
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
量
が

地
域
の
資
源
を
活
用

人
脈
を
駆
使
し
て
地
域
連
携

取組評価部門の発表

広島県

第 8 回 和 牛 甲 子 園

ふ化させた鶏を
育てて解剖、
そしていただく。

精神的にこたえましたが、
命の大切さを
学びました

愛を注いだ分だけ
牛も応えてくれる。
先生が言うことに
間違いは

ありませんでした！
継続は力なり

尊敬する先生のように
私も教員を目指し、

畜産業を盛り上げます。
本当にお世話に
なりました！

遠藤 雪鈴さん
えんどう   ゆ  ず

広島血統再構築の
種雄牛「神竜粋吹」は
私が担当しました。
畜産技術センターの
研究員を目指します！

内城 粋咲さん
うちじょう いさき

川岡 春菜さん
かわおか はるな

内城 心粋さん
うちじょう  こいき

総合評価部門 最優秀賞 受賞おめでとう！

データ重
視で

育てても
らって

いま～す

賀茂鶴
酒造㈱

㈱イズミ
㈱西日本フード
㈱広島食肉市場

●西条農業高校

JA全農
広島県本部

広島大学
県立広島大学
酒類総合研究所

広島血統
再構築

赤ぬか給与試験

上記の他に多くの企業、研究機関、団体のサポートを受けている

戻し堆肥

出荷

神竜粋吹

赤ぬか購入

最優秀賞

畜産科の取り組みを、
４人が代表して発表して

くれました～

（取組評価部門・優良賞、枝肉評価部門・優秀賞）

多
い
こ
と
が
分
か
り
、
生
徒
も
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

　
広
島
県
は
和
牛
発
祥
地
の
一
つ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
１
８
４
３
年
に「
岩
倉
蔓
」が

誕
生
す
る
も
、
消
費
者
の
嗜
好
の
変
化
や

牛
肉
の
輸
入
自
由
化
な
ど
も
あ
り
、
１
９

９
７
年
に
は
広
島
血
統
直
系
の
種
雄
牛
造

成
を
停
止
し
た
。

　
そ
の
広
島
血
統
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し

た
の
が
同
校
だ
。
県
の
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
と
研
究
に
取
り
組
み
、
広
島
血
統
再

構
築
に
貢
献
。
新
た
な
種
雄
牛
の
名
は

「
神
竜
粋
吹
」。
黒
毛
和
種
と
し
て
正
式
に

登
録
さ
れ
、
同
校
の
教
育
レ
ベ
ル
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
成
果
だ
。

　
新
し
い
取
り
組
み
に
も
積
極
的
で
、
昨

今
の
資
材
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、
戻
し

堆
肥
の
活
用
に
挑
戦
し
た
。
発
酵
さ
せ
た

堆
肥
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
年
間
の
敷

料
費
を
約
51
万
円
削
減
す
る
こ
と
に
成

功
。
今
後
は
、
県
で
大
量
に
廃
棄
さ
れ

る
カ
キ
殻
と
戻
し
堆
肥
を
か
け
合
わ
せ

て
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指
す
。
後
輩

が
研
究
を
継
続
す
る
予
定
で
、
先
輩
の

想
い
が
受
け
継
が
れ
る
。
こ
う
し
て
同
校

は
、
高
い
教
育
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
く
。

し
ん
り
ゅ
う
い
ぶ
き
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